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新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
み
を
応
援
！

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

あ「ごみ」を減らす選択を！
No.7

問い合わせ／市くらし環境課衛生グループ
　　　　　　☎23‐6437

割り箸の年間消費量は
　　　　　　　どれくらい？

割り箸派？マイ箸派？
　日本の食文化に欠かせない「箸」。自宅では「マ
イ箸」を使うことが多いですが、イベント開催時
には、大量の「割り箸」が使われています。
　「マイ箸運動」は森林破壊を防止するための運
動というイメージが強いかもしれませんが、ごみ
を減らすという観点でも大きな意味があります。

　稚内市の人口をもとに、働いている方々が昼食
に割り箸を使った場合で考えてみると・・・

　・20 代から 50 代までの人口は約 15,000 人
　・月 20 日、年間で約 240 日の勤務
　・割り箸の重さが約３ｇ
　　15,000 人× 240 日×３ｇ＝ 10,800,000 ｇ

　　　　　　　　　　　　　　　＝ 10.8 ｔ

　

市
で
は
、
市
民
と
行
政
の
連

携
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
を

目
指
し
、
市
民
団
体
等
の
新
た

な
発
想
や
創
意
工
夫
さ
れ
た
事

業
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
団
体
／

①�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
推
進
し
て
い
る
団
体

②�

構
成
員
が
５
人
以
上
の
市
内

の
団
体

③�

事
務
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
団
体

④�

宗
教
・
政
治
活
動
を
目
的
と

し
て
い
な
い
団
体

対
象
と
な
る
事
業
／

※�

全
て
に
該
当
す
る
こ
と

①�

地
域
の
活
性
化
ま
た
は
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
事
業

②�

新
た
に
取
組
む
事
業
ま
た
は

既
存
事
業
を
拡
充
す
る
事
業

③�

広
く
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ

る
公
益
的
な
事
業

補
助
金
額
／　

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内
か
つ
上
限
は
30
万
円（
下

限
５
万
円
）と
し
、
２
年
目
の

上
限
は
10
万
円
。

※�

審
査
の
結
果
、
補
助
金
申
請

額
ど
お
り
と
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
請
受
付
期
間
と
対
象
事
業
の

実
施
期
間
／

①
申
請
受
付
期
間

・�

令
和
元
年
７
月
１
日
か
ら
31

日
ま
で

②
実
施
期
間

・�

令
和
元
年
９
月
１
日
か
ら
令

和
２
年
３
月
31
日
ま
で

※�

書
類
審
査
の
ほ
か
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を
経
て

交
付
決
定
・
却
下
を
行
い
ま

す
。

※�

補
助
対
象
と
な
っ
た
事
業
は

令
和
２
年
３
月
３１
日
ま
で
に

実
績
報
告
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

▼
手
続
き
に
つ
い
て

　

申
請
受
付
期
間
内
に
次
の
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
で
支
え
よ
う
！

「
最
北
の
医
療
」

　
宗
谷
医
師
会
の
会
長
と
し
て
、
行
政
関
係
部
署
と
の
連
携
、
医

療
機
関
と
の
橋
渡
し
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
櫻
井
晴
邦
先
生

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

宗
谷
管
内
の
ほ
か
天
塩
町
、

遠
別
町
を
含
む
広
大
な
エ
リ
ア

の
地
域
医
療
の
発
展
に
日
々
奔

走
す
る
、
櫻
井
先
生
に
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。（
５
月
下

旬
）

開
業
の
経
緯
や
こ
れ
ま
で
の
ま

ち
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
か
？

　

父
が
市
立
稚
内
病
院
で
勤
務

し
た
後
、
昭
和
43
年
に
こ
の
場

所
で
開
業
し
ま
し
た
。
私
は
、

東
京
で
救
急
医
や
整
形
外
科
医

と
し
て
勤
務
し
て
い
た
の
で
す

が
、
父
が
体
調
を
崩
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
２０
年
前
に
稚
内

に
戻
っ
て
き
て
継
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
、
大

き
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

が
増
え
て
き
て
、
新
光
町
周
辺

が
栄
え
て
き
た
印
象
が
あ
り
ま

す
。
逆
に
、
小
さ
い
お
店
が
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
よ
ね
。

お
休
み
の
日
は
、
ど
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

　

医
師
会
の
会
議
に
出
席
す
る

た
め
、
旭
川
、
札
幌
、
東
京
に

行
く
こ
と
が
多
い
で
す
。
移
動

時
間
と
会
議
で
、
休
み
ら
し
い

休
み
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

日
頃
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

行
く
先
々
で
の
食
べ
歩
き
が

楽
し
み
で
す
。
あ
と
、
美
味
し

い
も
の
が
食
べ
た
い
が
故
に
料

理
も
し
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
は
鶏

の
ガ
ラ
で
ス
ー
プ
を
と
っ
た
り
、

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
は
圧
力
鍋
を

使
い
調
理
し
ま
す
。

診
療
を
行
う
上
で
、
心
が
け
て

い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い　
　 　

「
見
逃
し
を
し
な
い
」こ
と
で

す
ね
。
骨
折
の
疑
い
が
あ
る
患

者
さ
ん
に
も
ギ
プ
ス
を
巻
か
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。「
疑
い
」

や「
か
も
し
れ
な
い
」を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
症
状
の
患
者
が
多

い
で
す
か
？
ま
た
そ
の
予
防
方

法
な
ど
も
教
え
て
く
だ
さ
い

　

膝
、
腰
の
痛
み
で
来
院
さ
れ

る
方
が
多
い
で
す
ね
。
先
代
の

頃
か
ら
長
年
通
わ
れ
て
い
る
方
、

酪
農
家
さ
ん
、
漁
師
さ
ん
な
ど

様
々
な
方
が
来
院
さ
れ
ま
す
。

　

予
防
方
法
は
、
日
頃
か
ら
自

分
自
身
の
体
を
気
に
し
て
も
ら

う
こ
と
で
す
。
腰
に
巻
く
ベ
ル

ト
は
、
ず
っ
と
装
着
し
て
い
る

と
筋
力
が
弱
く
な
る
の
で
、
な

る
べ
く
日
中
作
業
す
る
時
だ
け

に
し
た
方
が
良
い
で
す
ね
。
仕

事
が
休
め
な
い
、
と
い
う
方
に

は
自
分
の
体
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た

コ
ル
セ
ッ
ト
の
装
着
を
勧
め
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
一

言
お
願
い
し
ま
す

　

こ
こ
数
年
で
、
開
業
し
て
く

れ
る
お
医
者
さ
ん
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
の
医
師
不

足
問
題
の
解
決
に
は
、
様
々
な

手
立
て
が
必
要
な
の
か
な
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。
医
師
会
の
活

動
に
も
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
（
市
地
方
創
生
課
）

櫻さ
く
ら
い井 

晴は
る
く
に邦

先
生

出
生
地
／
旭
川
市

趣
　
味
／
昔
は
ス
キ
ー
、
車
、

ダ
イ
ビ
ン
グ

（
港
３
‐
３
‐
15
☎
23
‐
６
１
２
１
）

さ
く
ら
い
整
形
外
科
医
院

　

ま
た
、
申
請
事
業
に
お
い
て

「
協
働
性
」が
確
保
さ
れ
て
い
る

か
な
ど
、
市
関
係
課
へ
あ
ら
か

じ
め
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
必

須
要
件
と
な
り
ま
す
。

・
補
助
金
等
交
付
申
請
書

・
事
業
計
画
書

・
事
業
等
収
支
予
算
書

・
前
年
度
決
算
書

・
構
成
員
名
簿

・
規
約

・
予
算
書 (

団
体)

　

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
、

新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
さ
れ

て
い
る
団
体
は
、
ぜ
ひ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／

　

�

市
地
方
創
生
課
戦
略
グ
ル
ー

プ

　

☎
２
３
‐
６
１
９
２

マイ箸を使おう！
　簡単な試算で年間 10t
も廃棄される割り箸。マイ
箸に変えるだけでごみの減
量化に大きく貢献できます。
   まずは、お気に入りの「マ
イ箸」を見つけましょう！

この広報紙は赤い羽根共同募金から助成を受け発行しています

平
成
三
十
年
度　
事
業
・
決
算
報
告

　社会福祉協議会では、「安心して住み続けることのできる地域づくり」を目標に活動
しております。
　この活動には、市民の皆様からの『会費』が大切な活動資金となります。
　６月から皆様に町内会を通して『会費』のご協力をお願いしておりますので、是
非とも１人１人が社協会員になって頂きたく、ご理解とご協力をお願いいたします。

稚内市社協の広報紙は赤い羽根共同募金
から助成を受け、稚内市社会福祉協議会
が発行しています。

　社会福祉協議会では、社会福祉の向上を目指した福祉活動やボランティア活動の
普及を目的として活動している団体へ「公募」による活動資金を助成いたします。
　なお、この助成金の財源は赤い羽根共同募金となります。
●助成対象団体及び事業
　①地域福祉団体、ボランティア団体、NPO団体等の稚内市内で地域福祉推進を
　　目的としている
　②団体が開催する総会議案書が整備されている
　③1年以上活動実績がある
　④記念式典・大会等の通常事業ではない事業は対象外
●申請方法
　助成金申請書（様式１）に必要事項をご記入の上、関係書類を添付し下記事務局
　までご提出下さい。申請書は社協ホームページ、または事務局で配布しています。
●申請期間　令和元年6月17日（月）～7月26日（金）
申請先・お問い合わせ先：社会福祉法人稚内市社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　稚内市宝来2丁目2番24号　☎0162－24－1139

会費の種類
特別会員
団体会員
法人会員
住民会員

会 費 の 内 容
社協の役員などからの会費
福祉団体などからの会費
企業からの会費
住民からの会費

1口　1,000円以上
1口　1,000円以上
1口　5,000円以上
1口　　100円以上

会費の額（年間）

社会福祉協議会では「安心して住み続けることのできる地域づくり」を目標に活動

社協会費にご協力をお願いします 福祉団体等助成金の申請を受け付けています

1．社会福祉事業
  ⑴ 法人運営事業
　・社協会員の加入促進　　納入額　4,269,134円
　　住民会費　2,739,134円／特別会費　　246,000円
　　団体会費　　154,000円／法人会費　1,130,000円
　・理事会（3回）、評議員会（2回）
　・監査の実施（年4回）
  ⑵ 共同募金助成事業
　・赤い羽根共同募金　　実績額 5,353,809円　
　・歳末たすけあい募金　実績額 4,961,034円
　・ふくしフェスタ　　（9月1日（土）／1,000名）
　・ふれあいランチ事業（13町内会）
　・ひとり暮らし老人等除雪サービス事業（利用 123件）
　・福祉団体等助成事業（14団体）
　・歳末見舞金「まごころ」の配布（47世帯／1,000,000円）
  ⑶ 生活福祉資金等貸付事業
　・生活福祉資金の貸付及び援助活動
　・社協「生活資金」の貸付
  ⑷ 愛情銀行事業
　・災害被災者への援助事業（1件／20,000円）
　・愛の小箱設置（49カ所）　募金額 154,410円
  ⑸ 基金運営事業
　・社会福祉基金の増強
  ⑹ 訪問介護等事業
　・指定居宅サービス事業（訪問介護及び介護予防訪問介護事業）
　・指定居宅介護支援事業（ケアプラン及び介護予防プラン作成事業）
　・指定居宅介護支援事業（訪問調査）　
  ⑺ 在宅介護支援センター事業
　・実態把握調査件数 565件
  ⑻ 稚内市老人福祉センターの管理運営事業
　・年間会館日数 289日間／利用人数 10,410名
　・年間入浴日数 97日間／入浴人数 4,085名

  ⑼ ふれあい生活支援事業
　・生活ゆうゆう講座（1回／24名）
　・要約筆記奉仕員派遣事業（3回／延べ3名）
　・介護予防普及啓発事業（7ヶ所）
　・障害者スポーツ大会開催事業
　　12月15日／21団体／90名／稚内市体育館
  ⑽ 生活支援コーディネーター事業
　・情報収集活動（年間54カ所）
　・啓発及び推進活動他（年間76カ所）
　・地域検討会（2ヶ所／中央地区、北地区【A・B】）
  ⑾ ボランティアセンター事業
　・相談、登録、斡旋の調整
　・ボランティア活動保険（43件／885名）
　・ボランティア行事用保険（38件／2,301名）
　・防災関係事業
　・団体、グループ育成助成金（2団体）
  ⑿ 地域福祉推進事業（社協会費事業）
　・福祉委員制度の設置運営事業（設置 63町内会）
　・ふれあい総合相談事業（相談件数 60件）
  ⒀ 生活支援サポート事業
　・日常生活自立支援事業（3ケース／延べ相談支援214件）
　・成年後見事業（2ケース）

2．公益事業
  ⑴ 居宅介護支援事業（障害者ホームヘルプサービス事業）
  ⑵ 稚内市総合福祉センター管理運営業務
　・年間利用件数 570件・利用人員 8,658名
  ⑶ 宗谷圏域障害者総合相談支援センター事業
　・相談件数（電話等 196件／訪問 137件／来所 52件）
  ⑷ 生活困窮者自立支援事業
　・相談実績（稚内市 72件／宗谷管内 23件）

　

本
年
六
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
理
事
会
に
於
い
て

第
十
三
代
目
の
社
協
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
よ
り
評
議
員
と
し
て
社
協
に
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
平
成
十
八
年
度
よ
り
理
事
、

平
成
二
十
二
年
度
よ
り
副
会
長
に
就
任
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
会
長
に
就
任
す
る
に
あ
た
り
ま

し
て
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
社
協
会
長
と
し
て
責
務
を
全
う
す
る
た
め
に

は
、
三
名
の
副
会
長
を
始
め
、
理
事
の
皆
さ
ん
や
評

議
員
の
皆
さ
ん
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
お
知
恵
を
貸
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
業
務
の
推
進
に
努
め
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
・
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

時
代
は
「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
と
な
り
ま
し
た

が
、
社
協
の
地
域
福
祉
に
対
す
る
方
向
性
は
少
し
も

か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
国
が
唱
え
て
い
る
「
地
域
共
生
社
会
」
と

は
、
社
会
構
造
の
変
化
や
暮
ら
し
の
変
化
を
踏
ま
え
、

制
度
・
分
野
ご
と
の
『
縦
割
り
』
や
「
支
え
手
」「
受

け
手
」
と
い
う
関
係
を
越
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域

の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が

世
代
や
分
野
を
越
え
て
繋
が
る
こ
と
で
、
住
民
一
人

ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創

っ
て
い
く
社
会
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

今
後
社
協
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
国
や
道
、
稚
内

市
の
動
向
に
注
視
し
つ
つ
新
情
報
を
入
手
し
、
市
民

生
活
に
直
結
し
た
事
業
の
見
直
し
と
各
種
事
業
の
充

実
と
振
り
返
り
、
継
続
性
の
あ
る
事
業
の
組
み
直
し
、

広
範
な
社
協
Ｐ
Ｒ
と
広
報
活
動
の
充
実
、
経
営
感
覚

を
持
っ
た
介
護
保
険
事
業
の
運
営
を
目
指
し
、
さ
ら

に
種
々
社
会
情
勢
を
勘
案
し
な
が
ら
事
業
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
役
職
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
意

識
を
持
ち
、
常
に
必
要
と
さ
れ
る
社
協
を
め
ざ
し
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
役
職
員
と
も
ど
も
一
層
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
各
位
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
就
任
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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社会福祉事業合計

84,989,582
9,746,711
767,516

11,281,739
49,446,023
21,578,664
4,112,369
3,137,982
1,556,364
9,602,041
4,165,018
1,265,009
156,288

201,805,306

84,981,325
9,746,711
713,516

10,829,007
46,713,454
21,578,664
4,112,369
3,137,982
1,556,364
9,602,041
4,165,018
1,265,009
105,282

198,506,742

8,257
0

54,000
452,732

2,732,569
0
0
0
0
0
0
0

51,006
3,298,564

（単位：円）

法人運営事業
共同募金助成事業
生活福祉資金等貸付事業
愛情銀行事業
基金運営事業
訪問介護事業
在宅介護支援センター事業
稚内市老人福祉センター事業
ふれあい生活支援事業
生活支援コーディネーター事業
ボランティアセンター事業
地域福祉推進事業
生活支援サポート事業

◆社会福祉事業 ◆公益事業
決　　　算　　　額

収入総額会　　　　　計 支出総額 収支差額

公益事業合計

6,026,681
14,952,746
17,575,540
20,788,120
59,343,087

5,972,545
15,260,460
17,071,971
20,788,120
59,093,096

54,136
－307,714
503,569

0
249,991

（単位：円）

居宅介護支援事業
稚内市総合福祉センター事業
宗谷圏域障害者総合相談支援センター事業
生活困窮者自立支援事業

決　　　算　　　額
収入総額会　　　　　計 支出総額 収支差額

◆合　計
261,148,393 257,599,838 3,548,555社会福祉事業＋公益事業

社協だより稚内社協だより稚内社協だより稚内
社協だより稚内社協だより稚内社協だより稚内
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社会福祉法人

稚内市社会福祉協議会

ホームページアドレス　http://www.wk-syakyo.or.jp
メールアドレス　wakkanai@wk-syakyo.or.jp

稚内市宝来 2 丁目 2 番24号
〒097－　0024

TEL：0162－24－1139
FAX：0162－24－1159
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